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 国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道大学、弘前大学、東北大学、東京大学、

名古屋大学、京都大学、高知大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法人産業技術総

合研究所、国土地理院、国立研究開発法人海洋研究開発機構、青森県、東京都、静岡県、

神奈川県温泉地学研究所及び気象庁のデータを用いて作成している。 
また、2016 年熊本地震緊急観測グループのオンライン臨時観測点（河原、熊野座）、米国

大学間地震学研究連合（IRIS）の観測点（台北、玉峰、寧安橋、玉里、台東）のデータを

用いて作成している。 

 
 以下の資料は暫定であり、後日の調査で変更されることがあります。 
 















































































































































気象庁作成 

Mw6.6～6.9 

ひずみ変化を説明しうる断層モデル候補 

断層モデル候補は、中村・竹中（2004）１）によるグリッドサーチの手法※に
より求めた。プレート境界と断層面の形状はHirose et al.（2008）２）による。 
※ 断層モデル候補の中心とその規模（Mw）を、すべりがプレート境界面上でプ
レートの沈み込み方向と反対に発生したと仮定し、考え得る全ての解を前提とし
て得られる理論値と観測値を比較し、合致するものを抽出する手法 
１）中村浩二・竹中潤，東海地方のプレート間すべり推定ツールの開発，験震時報，68，25-35，2004 
２）Hirose F., J. Nakajima, A. Hasegawa, Three-dimensional seismic velocity structure and configuration 
of the Philippine Sea slab in southwestern Japan estimated by double-difference tomography, J. 
Geophys. Res., 113, B09315, doi:10.1029/2007JB005274, 2008 

すべり推定期間   

■ 断層モデル推定に使用したひずみ観測点（多成分ひずみ計） 
● 断層モデル候補の中心 

ひずみ変化と長期的ゆっくりすべりのすべり推定 

トレンド算出期間   

浜松宮口 

掛川富部 

ひずみ計の観測結果から、長期的ゆっくりすべりに対応すると思われる変化を読み取り、
グリッドサーチの手法で、変動源の断層モデルを推定した。その推定方法は、短期的
ゆっくりすべりの解析で行っているものと同じであり、仮定している断層のスケーリング則
が、ターゲットとしている長期的ゆっくりすべりに当てはまらない可能性がある。また、解
析に使用できた観測点は２点のみであり、この結果の精度はあまり高くはない。 
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